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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年4月2日(2014.4.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　コポリマーの場合、ｗ１およびｗ２は、反応容器に装填されたモノマーの重量を基準と
する２種のコモノマーの重量分率を指し、Ｔｇ（１）およびＴｇ（２）は２つの対応する
ホモポリマーのガラス転移温度（ケルビン度）を指す。３種以上のモノマーを含むポリマ
ーの場合、追加の項（ｗｎ／Ｔｇ（ｎ））が加えられる。本発明の目的のためのホモポリ
マーのガラス転移温度は、「Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ」（Ｊ．Ｂｒａｎｄｒｕ
ｐ　ａｎｄ　Ｅ．Ｈ．Ｉｍｍｅｒｇｕｔ編、Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈ
ｅｒｓ，１９６６）に報告されたものであり、この出版物が報告しない特定のホモポリマ
ーのＴｇの場合には、ホモポリマーのＴｇは示差走査熱量測定（ＤＳＣ）によって測定さ
れる。ホモポリマーのガラス転移温度をＤＳＣによって測定するには、ホモポリマーのサ
ンプルを製造し、アンモニアまたは１級アミンの不在下に保つ。ホモポリマーサンプルを
乾燥し、１２０℃に予備加熱し、急速に－１００℃に冷却し、次いで２０℃／分の速度で
データを収集しながら１５０℃まで加熱する。ホモポリマーのガラス転移温度は半高法（
ｈａｌｆ－ｈｅｉｇｈｔ　ｍｅｔｈｏｄ）を用いて変曲の中点で測定される。
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